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地方自治法（昭和22年法律第67号）第199条第４項の規定による監査を実施したので、同条第９項の規定に基づき、

その監査の結果に関する報告を次のとおり公表する。

令和７年９月９日

秋田県監査委員 原 幸 子

秋田県監査委員 石 田 寛

秋田県監査委員 嶋 貢

秋田県監査委員 佐 藤 節

１ 監査の概要

本監査においては、秋田県監査基準（令和２年３月24日秋田県監査委員告示第１号）に準拠し、次のとおり執行し

た。

(１) 監査の種類

地方自治法第199条第４項の規定に基づく定期監査

(２) 監査の対象

公営企業における財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理

(３) 監査の着眼点

財務及び経営に関する事務が法令に適合し、正確に行われ、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その

組織及び運営の合理化に努めているか。

(４) 監査の実施方法

関係資料の提出を求め、関係人の説明を聴取し、帳簿その他関係書類を調査する方法で実施した。

２ 監査の執行状況

監 査 課 所 監 査 年 月 日 監 査 委 員

秋田県玉川発電事務所 令和７年７月４日 嶋 貢 半 田 直 樹

秋田県大館発電事務所 令和７年７月16日 原 幸 子 嶋 貢

秋田県秋田発電・工業用水道事務所 令和７年７月16日 石 田 寛 佐 藤 節

秋田県産業労働部公営企業課 令和７年７月17日 原 幸 子 石 田 寛

嶋 貢 佐 藤 節

秋田県建設部下水道マネジメント推進課 令和７年７月17日 原 幸 子 石 田 寛

嶋 貢 佐 藤 節

３ 令和６年度における事業の執行状況

(１) 電気事業会計

ア 売電電力量及び電力料金収入

鎧畑発電所ほか15発電所

売電電力量 370,335,247キロワットアワー

電力料金収入 8,712,502,090円

イ 予算の執行状況

収益的収支 （単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 繰 越 額 不 用 額

収 入 9,262,146,000 9,404,723,039

支 出 4,803,584,919 4,021,462,417 0 782,122,502

資本的収支 （単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 繰 越 額 不 用 額

収 入 40,675,000 40,675,791

支 出 6,533,439,692 4,399,423,904 1,208,616,796 925,398,992

資本的収入額（他会計からの長期貸付金償還金を除く。）が資本的支出額に不足する額は、中小水力発電開

発改良積立金、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税資本的収支調整額で補てんした。

ウ 経営成績

当年度の収益は8,552,709,228円、費用は3,544,087,251円で、差引き5,008,621,977円の純利益となってい

る。

(２) 工業用水道事業会計

ア 契約給水量、実績給水量及び給水料金収入

秋田工業用水道
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契約給水量 48,917,800立方メートル

実績給水量 41,234,988立方メートル

給水料金収入 837,531,442円

イ 予算の執行状況

収益的収支 （単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 繰 越 額 不 用 額

収 入 1,029,290,000 1,034,017,229

支 出 974,991,000 919,021,288 0 55,969,712

資本的収支 （単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 繰 越 額 不 用 額

収 入 0 0

支 出 343,087,000 291,171,838 28,000,000 23,915,162

資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税資本的収支調

整額で補てんした。

ウ 経営成績

当年度の収益は957,823,811円、費用は849,746,116円で差引き108,077,695円の純利益となっている。

(３) 下水道事業会計

ア 処理水量、処理汚泥量、維持管理負担金等収入及び使用料収入

流域下水道

処理水量 54,449,869立方メートル

処理汚泥量 31,981.73トン

維持管理負担金等収入 3,914,240,204円

公共下水道

処理水量 60,255立方メートル

使用料収入 9,770,695円

イ 予算の執行状況

収益的収支 （単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 繰 越 額 不 用 額

収 入 7,843,734,000 8,028,702,052

支 出 7,722,915,000 7,586,440,913 0 136,474,087

資本的収支 （単位：円）

区 分 予 算 額 決 算 額 繰 越 額 不 用 額

収 入 6,980,456,990 4,046,172,591

支 出 7,924,599,833 4,932,694,064 2,989,917,166 1,988,603

資本的収入額（翌年度に繰り越される支出の財源に充当する額を除く。）が資本的支出額に不足する額は、

減債積立金、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費税資本的収支調整額で補てんした。

ウ 経営成績

当年度の収益は7,668,342,783円、費用は7,295,072,305円で差引き373,270,478円の純利益となっている。

４ 監査の結果

重要な点において、財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理は、法令に適合し、正確に行われ、最少の

経費で最大の効果を挙げるようにし、組織及び運営の合理化に努めていることが認められた。

なお、下水道事業会計においては、下水道使用料に係る過年度未収金について、適切な債権管理に努めること。


